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報告の目的

•一人一台端末を地理学習にどう生かすか？

①教材開発の方針を述べ
②試作教材を紹介し
③展望を述べる



学習環境
•1人1台の情報端末
（2023年度より全生徒が所有）

Chrome Book

•インターフェイスは

“ロイロノート”を推奨

市内の全中学校
で導入済み

高１は入学時から
高２は3年次から



学習環境
地理総合は２年生で必修

（来年度が初年度）

地理B 最終学年
（理系のみ 2年次週2時間

3年次週4時間）



①教材開発の方針



普段使いのデジタルノート



基本は「講義」と「作業」



たまにグループワーク



究極のアクティブラーニングは

沈思黙考

黙って…塗る

何度も…塗る



②試作した教材の紹介



A．国覚え診断テスト
（“白地図ぬりぬり”を使って）



（１）ロイロノートを開き
サイトへのリンクを送る



（２）サイトを開いて塗り分け地図を作る

知っている国と
知らない国



（３）地図画像をロイロノートに貼って
線や付せんを貼る



（４）提出箱に提出



白地図だけでも切り取れる



B．地理院地図を使った
アクティビティ



（１）ロイロノートから
地理院地図を開く



（２）表示する地図のスタイルを変えて
画面をロイロノートに集めて画像
同士をつないでいく



（３）画像をスライドショーして見せあう



（４）立体画像などを描いてみる



（５）ロイロノート上での書き込みやメモ



③展望



（１）ロイロノートという「ノート」

その日に配布した資料や
作業した図が

そのまま保存される



（２）地図や資料からのダイレクトリンク



（３）問題演習もデジタル？
PDFの配布や
回収が容易

コメントや
リンク付きの

解説ファイルも作れる



（３）課題は「アナログ」との連携
自己学習（反復）にいかにつなげていくか？

地理以外の教科・科目では普通に行われている



（４）「暗記の地理」に
真剣に向き合う必要もあるだろう



（５）講義動画や資料映像

集団で見せっぱなし

出所を手軽にリンクで
送れる



（５）「地理院地図」は万能である



展望まとめ
1人１台端末がもたらすインパクト

「授業」を抜本的に変える可能性

知識・技能の伝達

独学の支援



自分で解説が作れる
解説文をビジュアル化して共有できる

入試問題演習が大きく変わる可能性
（“地理探求”にむけた宿題）


